
料金改定による財政推計

１ 収益的収支 単位：億円、税抜
平成31年度～

平成35年度合計
平成31年度～

平成35年度合計

現行料金 改定後

320.5 352.7 水道料金改定による増

　給水収益 283.8 316.0 平均改定率　11.4％実施

　その他 36.7 36.7

 総費用 301.6 301.6

　職員給与費 55.6 55.6 事業量の増減等に基づく

　受水費 89.8 89.8 給水量の減少を見込む

　動力費 9.0 9.0 給水量の減少を見込む

　減価償却費等 70.5 70.5 建設改良事業費の増大により増加

　支払利息 12.0 12.0 新規発行債の利息　1.2％で推計

　その他 64.7 64.7

18.9 51.1
長前 8.9 8.5

２ 資本的収支 単位：億円、税込
平成31年度～

平成35年度合計
平成31年度～

平成35年度合計

現行料金 改定後

134.7 134.7

　企業債 132.8 132.8

　その他 1.9 1.9

 総支出 269.8 269.8

　建設改良費 238.7 238.7 第３次上水道施設等整備事業に基づく

　企業債償還金 31.1 31.1
新規発行分は
償還期間40年、据置期間5年で推計

▲ 135.1 ▲ 135.1

３ 企業債残高と資金収支 単位：億円

平成35年度末 平成35年度末

現行料金 改定後

217.9 217.9
料金算定期間最終年度
平成35年度末における企業債残高

▲ 12.2 20.0
料金算定期間最終年度
平成35年度末における正味運転資本
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備　　　　考
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 総収入

差引過不足
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